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今後の課題 

含意関係認識課題 

関連研究 
• 文間で述語項関係の対応をとる [Shibata+, 12] 
• 関係分類の素性として，文内に含まれるエンティティ

間関係を利用 [Rodrigo+, 08] 
• 複数関係の演算 (COGEX@LCC) 
• 言い換え認識 [Das+, 09] 

先行手法の問題点 

RITE2の開発データに対して，表層，意味および文構造の類似度に基づいて2文間の単語を対応付け，被覆率によって分類 
 被覆率の閾値を0.6としたときの正解率   RITE2BC : 74.8%   RITE2EXAMBC : 67.2% 

単語間関係に基づく含意関係認識 

t1 : 川端康成は「雪国」などの作品でノーベル文学賞を受賞した 

t2’ : 川端康成は「伊豆の踊子」の著者である 

推論不可能  t1はt2を含意しない 

t2 : 川端康成は「雪国」の著者である 

推論可能  t1はt2を含意 

t2 : フランスでは，人権宣言の採択後，バスティーユ牢獄への襲撃が起こった。 

t1 : 1789年7月14日にバスティーユ牢獄が襲撃され、これを契機としてフランスの全土に騒乱が発生し、 
 

8月26日にフランス人権宣言を採択した。 

location 

location 

含意への誤分類事例（被覆率が高い非含意事例） 

非含意への誤分類事例（被覆率が十分ではない含意事例） 

t1 : 川端康成は「雪国」などの作品で 
ノーベル文学賞を受賞した 

t2中の内容語がt1に多く含まれるt1はt2を含意 [水野+,11]参照 

author 

1. 2単語間の関係を表すパターン集合を獲得 
 
 
 
 

2. 文中の単語対が含まれるパターン集合を同定 
   同一の集合に含まれていれば同じ関係を示す 

イベント（採択，襲撃）間の時間的順序関係の認識 (SemEval2007 TempEval [Verhagen+, 07]) 

アライメントに基づく認識モデル [Hickl 06, Sammons+09 etc.] 

t1 : 川端康成は「雪国」などの作品で 
ノーベル文学賞を受賞した 

t2 : 川端康成は「雪国」の著者である 
Preprocessing 

PoS tagging 
Named Entity Recognition 

Syntactic Dependency Parsing 
Semantic Role Labeling  etc. 

Lexical Alignment 
t1 : 川端康成は「雪国」などの作品で 

ノーベル文学賞を受賞した 
t2 : 川端康成は「雪国」の著者である 

Feature 
Extraction 
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No 
Classifier 

考慮されている単語間関係は依存関係，述語項関係程度 
  多様な単語間関係を取り扱う必要がある 

• 事例分析 
• 開発データに対して述語項関係，単語間関係を付与 
• 含意関係認識において重要な関係を列挙 

• 既存の関係知識の活用 
• WordNet, ALAGIN 意味的関係抽出サービス, etc. 

• 関係の演算 

局所構造アライメント[水野+, 10] 
2単語間の関係が同じ場合，関係間に 
アライメント 

関係の演算 
 IS-A + InstrumentとInstrumentの対応 

time 
t1 : 弥生時代になると、瀬戸内海では銅剣、近畿では銅鐸が、祭事の際に使われた 

Instrument / Theme 

Instrument / Theme 

銅剣が     使われた 

銅剣などの 

青銅製祭器が 

用いられた 

Instrument / Theme 

Instrument  
Theme 

IS-A 

述語項構造解析，既存知識の活用 

 Instrument = IS-A + Instrument 

author 

t2 : 川端康成は「雪国」の著者である 

IS-A time 
t2 : 弥生時代になると、集落の祭りには銅剣や銅鐸などの青銅器祭器が用いられた 

IS-A 
Instrument / Theme 

知識獲得技術を活用 

XはYを書いた 
XはYの著者 

XはYなどの作品で… 

著者と著作物 
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